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1 はじめに


























2 散乱 X 線コリメーション












































均質な棒状の直方体を単位とし，これを 8 8 の正方領域に束
ねたものを対象物体 (ファントム) とする．図 3(a) の白色で示
された位置の直方体に密度 4:0[g=cm3] の骨を，その他の直方体
には密度 0:01[g=cm3] の水を配置し，これに 4:0 106 個の光子
によるコーンビームを照射した．図 3(b)に直接線のみを用いた
現行の CT 再構成法 (以下直接法と呼ぶ)による断層像の再構成
結果，図 3(c)，(d) に提案法によるグリッド長 d を変化させた
断層像再構成結果を示した．グリッド長が小さい (d = 5:0[cm])
場合，グリッド長が大きい (d = 30:0[cm])場合，どちらも骨の















R(x; y) = (1  )  d(x; y) +   s(x; y) (1)
式 1 の各  においてファントム中の減弱係数が一定な部分にお
いて推定画像の標準偏差を  ，減弱係数の高い部分の平均値を






 が 0 のときは直接線のみによる再構成画像が R(x; y) と







が直接法の結果に近づくことから，グリッド長を d = 30:0[cm]
として X 線照射光子数を 4:0 106，8:0 106 と変化させた場





各  における式 (2) で導出される評価基準によって F を観測
したところ，いずれの場合においても分散が最小値を取るよう
な  が存在した．ここでは，グリッド長 d = 100:0[cm]，X 線
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図 4 グリッド長 d = 100:0[cm]，X 線照射光子数 2:0 107
この場合 散乱線による再構成結果を用いることで， = 0:02
で最小となり画像上の値の散らばりが直接線のみのときより減
少したことが確認できる．また，グリッド長 d = 30:0[cm] ，X
線照射光子数 4:0 106，8:0 106 の場合においても同様な結果
が得られた．
各場合における，最小値を取るときの  の値，評価基準 F の
最小値は，それぞれ以下の表 1 のようになった．
表 1 各条件における最小値取得時の詳細
グリッド長，X 線照射光子数  値 F の最小値
30:0[cm]，4:0 106 0.0120 0.0140589260
30:0[cm]，8:0 106 0.0190 0.0127928284
100:0[cm]，2:0 107 0.0200 0.0126137780
表 1から，同じグリッド長において X 線照射光子数が大きい






グリッド長 d = 100:0[cm]，X 線照射光子数 2:0 107 の場合
における直接線と散乱線の統合前の再構成結果と分散が最小と
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